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症および再燃もしくは重篤化が数多く報告されている。本邦では NTM 症の 70%以上を
Mycobacterium avium complex (MAC) 症が占め、その殆どが肺 MAC 症である。結核とは異なり、
MAC 症では完治を望める治療は確立されておらず、長期の多剤併用抗菌療法にても病変が進行す





害薬に関連した NTM 症では肺病変の頻度が高く、起因菌種も MAC が最多であるが、MAC-PD と
RA-PD の下気道病変とは CT 所見も類似しており、画像のみでの鑑別は容易ではない。従って、
TNF-α阻害薬の適応決定にあたって肺 MAC 症の有無を優れた感度と特異度で判定できる検査法
の確立が望まれる。Kitada らは MAC 特異抗原である glycopeptidolipid (GPL) core antigen に対する
IgA 抗体を測定する EIA キットを開発した。GPL は結核菌には存在せず、BCG 接種の影響も受け




本研究では RA 患者 63 例を対象に MAC-PD 診断における GPL に対する IgA 抗体測定の有用性
を検討した。MAC-PD 14 例、MAC-PD 以外の NTM-PD 3 例、肺 CT で異常があるが NTM のない
16 例、肺病変の無い RA30 例の血清中抗 GPL core IgA 抗体価を測定した。その結果、MAC-PD 群：
1.08±1.42 IU/ml、肺 CT 異常があり NTM 陰性群：0.04±0.09 IU/ml、肺病変陰性群：0.09±0.12IU/ml
（cutoff 値 0.7 IU/ml）であった。MAC-PD 群の抗体価は、肺病変陰性群や肺 CT 異常あるも NTM
陰性群と比較して有意に高値であった。また、肺病変の無い群と肺 CT で異常があり NTM 陰性群
とでは有意差はなかった。MAC-PD 群 14 例中抗体価陽性例は 6 例であったが（感度 43％）、他の
群ではすべて陰性であった（特異度 100％）。また、MAC-PD 治療中の経過を追えた 1 例では EIA
値は徐々に低下した。以上の結果より、抗 GPL core antigen IgA 抗体価測定は、低侵襲ながら特異









燃もしくは重篤化が数多く報告されている。本邦では NTM 症の 70%以上を Mycobacterium avium 
complex (MAC) 症が占め、その殆どが肺 MAC 症である。結核とは異なり、MAC 症では完治を望め
る治療は確立されておらず、長期の多剤併用抗菌療法にても病変が進行する症例も多い。以上から、




連した NTM 症では肺病変の頻度が高く、起因菌種も MAC が最多であるが、MAC-PD と RA-PD の下
気道病変とは CT 所見も類似しており、画像のみでの鑑別は容易ではない。従って、TNF-α阻害薬の
適応決定にあたって肺 MAC 症の有無を優れた感度と特異度で判定できる検査法の確立が望まれる。
Kitada らは MAC 特異抗原である glycopeptidolipid (GPL) core antigen に対する IgA 抗体を測定する
EIA キットを開発した。GPL は結核菌には存在せず、BCG 接種の影響も受けないため、結核との鑑




本研究では RA 患者 63 例を対象に MAC-PD 診断における GPL に対する IgA 抗体測定の有用性を
検討した。MAC-PD 14 例、MAC-PD 以外の NTM-PD 3 例、肺 CT で異常があるが NTM のない 16
例、肺病変の無い RA30 例の血清中抗 GPL core IgA 抗体価を測定した。その結果、MAC-PD 群：1.08
±1.42 IU/ml、肺 CT 異常があり NTM 陰性群：0.04±0.09 IU/ml、肺病変陰性群：0.09±0.12IU/ml
（cutoff 値 0.7 IU/ml）であった。MAC-PD 群の抗体価は、肺病変陰性群や肺 CT 異常あるも NTM 陰
性群と比較して有意に高値であった。また、肺病変の無い群と肺 CT で異常があり NTM 陰性群とで
は有意差はなかった。MAC-PD 群 14 例中抗体価陽性例は 6 例であったが（感度 43％）、他の群では
すべて陰性であった（特異度 100％）。また、MAC-PD 治療中の経過を追えた 1 例では EIA 値は徐々
に低下した。以上の結果より、抗 GPL core antigen IgA 抗体価測定は、低侵襲ながら特異度が高く、
RA 患者における MAC-PD の補助診断に有用であると判断された。 
審査委員会では、第 1 副査 (長谷川忠男教授)から「GPL とはどのような分子なのか」など論文に
関する 10 項目の質問、次に、主査（岡本尚教授）から「RA に伴う免疫異常の特徴について」など
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